
 

 

洛西ニュータウンアクションプログラムの取組状況（29年度末時点） 

 

昨年度末に策定した洛西ニュータウンアクションプログラム（計画年度 2017(H29)～2020：以下

「プログラム」「ＡＰ」）の全８３取組項目のうち，実現あるいは取組中のものが３６（４割強），検

討中のものが３１（３割強）と，何等かについて着手しているものが６７（８割）となっている。 

 実現或は取組中 検討中 未着手 合計 

ＡＰ全体 ３６ ３１ １６ ８３ 

内
訳 

方針１ １０ １１ ５ ２６ 

方針２ １０ ３ ７ ２０ 

方針３ １１ １１ ３ ２５ 

方針４ ３ ２ ０ ５ 

方針５ ０ ３ １ ４ 

推進体制 ２ １ ０ ３ 

また，地域住民・事業者により活動も活発化しており，例えば，プログラムに掲げた方針や取組

項目に関して，地域主導で以下の取組が積極的に展開されている。（※ いずれも 29年度ステップ

アップサポート事業の対象） 

① 「住宅流通促進のための仕組みの構築」 

② 「託児サービス」 

③ 「子育て中の親によるコミュニティビジネス立ち上げ」 

④ 「高齢者・障害者の居場所づくり」 

⑤ 「プレイパークの実施」 

⑥ 「若者の交流の場からのまちづくり情報発信の検討」 

 

さらに，「サブセンター敷地の有効活用（健康づくりの場やコンビニ）に向けた取組」，「タウン

センターを活かした夜の賑わいづくり」，「洛西口やエミナースを起点とした健康・観光プログラム

構築（らくさいスマートサイクリング）に向けた取組や洛西口～桂 駅間プロジェクトとの連携の

検討」，「観光拠点や情報発信拠点機能の検討」「竹林公園子どもの広場再整備に向けた取組」，「小

畑川中央公園などの樹木管理・施設更新」，「ＵＲ賃貸住宅の大学とのコラボレーションによるリノ

ベーション」「市営住宅住戸の子育て世帯向けリノベーション」などが行われている。 

今後も，プログラムに掲げられた取組項目が，「実現或は取組中」に移行できるために，30 年度

において特に重要な取組の柱として，①プログラムに掲げた各種の地域主導の取組などについては，

継続してその取組・検討を進めていくこと，②更に多くの住民と情報共有しながら，まちづくりの

機運の醸成に努めていくことが掲げられる。 

さらに京都市においては，これらの地域主体の活動が活発化していくよう取組を支援（※）する

こととし，地域が一体となってプログラムの具体化を推進していく。 

 

※ 具体的には， 
・ 地域団体活動ステップアップサポート事業による継続支援（特に，スタートアップ支援や
活動融合支援など，組織立ち上げや既存事業の連携促進による住民のまちづくり活動への参
画誘導） 

・ 推進会議やワーキンググループにおける継続支援 
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